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・ ８月のドイツの鉱工業生産は前月比▲4.0％と３ヶ月振りに減少した。単月の落ち込み幅としては2009

年１月以来となる大幅減産を記録。７月値も同＋1.9％→同＋1.6に下方修正され、極めて弱い数字。

財種別の内訳は、資本財（同▲8.8％）の落ち込みが顕著だが、中間財（同▲1.9％）、耐久消費財

（同▲1.6％）、非耐久消費財（同▲0.1％）、建設（同▲2.0％）とその他財も押し並べて減少した。

前月に大幅減のエネルギー（同＋0.3％）だけが反動に助けられ小幅増産となった。 

・ 業界団体の集計による９月の自動車生産は、新型モデルの生産開始や夏季休暇の終了により、８月の

不振から大幅に反発した模様。最近の生産統計は月毎の振れが非常に大きく、夏季休暇の生産ライン

停止などを季節調整で十分に除去し切れていない可能性もある。今月の大幅減産はさすがに実勢対比

で下振れしていると見るのが素直な評価だろう。とは言え、最近の受注統計や各種のマインド統計が

示唆する通り、生産活動全般が足踏み状態にあることは間違いない。 

・ 仮に９月の鉱工業生産が前月比で横這いにとどまった場合、7-9月期の生産活動は前期比▲1.4％と２

四半期連続の減産となる（4-6月期の実績は前期比▲1.1％）。7-9月期が前期比プラスとなるためには、

９月が前月比で＋4.5％以上の大幅反発が必要な計算。4-6月期の実質ＧＤＰ成長率（前期比▲0.2％）

は天候要因の反動減と暦要因で下振れしていたため、7-9月期の成長率は反動で上押しされることが見

込まれるが、今月の生産統計の不振からは7-9月期のプラス成長復帰に“黄信号”が点滅している。 

■ドイツ：鉱工業生産 ■ドイツ：鉱工業生産と実質ＧＤＰ成長率

注：鉱工業生産は３ヶ月移動平均、３ヶ月前比年率。

　　実質ＧＤＰ成長率は前期比年率。

出所：ドイツ経済技術省 出所：ドイツ経済技術省、ドイツ連邦統計局
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■ドイツの鉱工業生産（季節調整済み、前期<月>比、％）

2013 2014 2014
3Q 4Q 1Q 2Q 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

鉱工業生産 0.7 0.5 1.1 -1.1 0.5 0.2 -0.6 0.2 -1.6 0.4 1.6 -4.0

製造業・鉱業 0.5 1.0 1.0 -0.6 0.0 0.4 -0.4 0.5 -1.6 0.2 2.3 -4.7
中間財 0.2 1.6 0.9 -1.0 -0.2 0.9 -0.7 0.7 -2.3 0.3 0.8 -1.9
資本財 0.6 0.5 1.1 -0.3 0.3 0.0 -0.3 0.1 -0.2 -0.4 4.6 -8.8
消費財 0.4 1.2 0.9 -0.4 -0.5 0.1 0.4 1.0 -3.4 1.9 -0.2 -0.4

耐久財 0.6 -1.6 1.8 -0.7 -1.5 2.8 0.9 -2.1 -1.1 2.2 -0.4 -1.6
非耐久財 0.3 1.8 0.6 -0.3 -0.3 -0.5 0.3 1.7 -3.8 1.8 -0.1 -0.1

エネルギー 1.4 -3.1 -3.0 -0.1 0.8 -3.1 1.4 -0.4 0.7 0.0 -3.9 0.3
建設 1.8 -0.6 4.6 -5.0 3.2 1.8 -4.3 -0.9 -3.4 1.4 1.0 -2.0

出所：ドイツ経済技術省  


